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府中ではお正月に門松
かどまつ

を立てないって、 

おばあちゃんが言ってたけど、何でだろう？ 

 

そのひみつがこの七不思議に隠
かく

されています。 

さあ、一緒
いっしょ

に調
しら

べてみましょう。  
 

 

大國
おおくに

魂
たま

神社
じんじゃ

の七不思議
な な ふ し ぎ
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 １．御供田
ご く で ん

の苗
なえ

  

 

むかし、現在
げんざい

の東 京
とうきょう

競馬場
けいばじょう

北西
ほくせい

の 駐
ちゅう

車 場
しゃじょう

あたりに、神社
じんじゃ

にお供
そな

えするお米
こめ

を作
つく

る御供

田がありました。そこでは旧 暦
きゅうれき

の５月６日に御田植
お た う え

祭
まつり

がおこなわれていました。 

その様子
よ う す

が天保
てんぽう

７年（１８３６年）に刊行
かんこう

された『江戸
え ど

名所
めいしょ

図会
ず え

』に紹 介
しょうかい

されています。 

画像は国立国会図書館ウェブサイトから転載 

 

『江戸名所図会』 田んぼ
た ん ぼ

の脇
わき

には、白 鷺
しらさぎ

と 楓
かえで

の若葉
わかば

で飾
かざ

られた傘
かさ

鉾
ほこ

を持つ男の人と、太鼓
たいこ

を 

鳴
な

らす男の子がいます。田んぼの中では元気
げんき

に相撲
すもう

をしている男の子たちがいて、見 物 人
けんぶつにん

もたくさん集
あつ

ま 

っています。 
 

御供田に苗
なえ

を１株
ひとかぶ

でも植
う

えれば、その年はまったく病気
びょうき

をせず健康
けんこう

でいられ、自分
じ ぶ ん

の家
いえ

の

農作物
のうさくもつ

も豊作
ほうさく

になると信
しん

じられていたので、人々は競
きそ

って持ってきた苗を植えました。そ

して、田植えが終わると、大勢
おおぜい

の男の子が 裸
はだか

になって、田んぼの中で相撲
す も う

をとる習
なら

わしで

した。 

不思議
ふ し ぎ

なことに、次
つぎ

の朝
あさ

、相撲で踏
ふ

み荒
あ

らされた苗はまっすぐに起
お

き上がったそうです。 

そればかりではなく、人々が持ち寄
よ

ったさまざまな種類
しゅるい

の苗（米
こめ

苗
なえ

、餅
もち

苗
なえ

）を植えたは 
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ずなのに、秋になるとみんないっせいに同じ稲
いな

穂
ほ

が出たそうです。 

この御供田は、明治
め い じ

維新
い し ん

のとき、神社
じんじゃ

の境内
けいだい

以外
い が い

の土地
と ち

として政府
せ い ふ

に上 納
じょうのう

させられまし

た。それ以来
い ら い

、御田植祭は行われていなかったのですが、1990 年に時期
じ き

と場所を変え、復活
ふっかつ

しました。農家
の う か

と農 協
のうきょう

、地元
じ も と

の子どもたちの 協 力
きょうりょく

で現在も続
つづ

けられています。 

 

 

 ２．大
おお

杉
すぎ

の根
ね

  

 

むかし、神社
じんじゃ

には杉
すぎ

の木がたくさん生
は

えていました。 

♪大国
おおくに

魂
たま

の杉森
すぎもり

に、 輝
かがや

き昇
のぼ

る朝
あさ

日
ひ

かげ・・・・・♪ 

府中
ふちゅう

第一
だいいち

小学校
しょうがっこう

の前身
ぜんしん

である府中
ふちゅう

学校
がっこう

の校歌
こ う か

で、「杉森」と歌
うた

われたほどです。その様子
よ う す

は、

下の『江戸
え ど

名所
めいしょ

図会
ず え

』の中にある神社の絵
え

を見てもわかります。 

画像は国立国会図書館ウェブサイトから転載 

杉の木は大きくなると、根
ね

が地表
ちひょう

に出
で

てきてそのゴツゴツとした 姿
すがた

をみせます。しかし、

参道
さんどう

沿
ぞ

いにあった杉の木は大國
おおくに

魂
たま

の神様
かみさま

に遠慮
えんりょ

したのか、根が参道
さんどう

まで出てくることはな

かったそうです。 

 現在
げんざい

はいろいろな環 境
かんきょう

変化
へ ん か

の影 響
えいきょう

で枯
か

れてしまいました。 
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 ３．境内
けいだい

の鳥 類
ちょうるい

   

 

むかし、神社
じんじゃ

の境内
けいだい

の森
もり

には 烏
からす

、鷺
さぎ

、鵜
う

などたくさんの鳥
とり

がすんでいました。けれど、鳥

たちは決
けっ

して本
ほん

殿
でん

などの建物
たてもの

に糞
ふん

を落
お

とすことはなかったと言
い

われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 ４．矢
や

竹
たけ

の根
ね

  

 神社
じんじゃ

の拝殿
はいでん

近
ちか

くに竹
たけ

が生
は

え、石
いし

で囲
かこ

われたところがあります。神社の言い伝
つた

えによ

ると、むかし 源 頼 朝
みなもとのよりとも

が 戦
たたか

いに勝
か

つことを祈
いの

って、拝殿の前
まえ

に竹の矢
や

を挿
さ

しました。

竹の矢は根
ね

付
づ

いて、その後
ご

何百年
なんびゃくねん

も竹となって生
お

い茂
しげ

ったのですが、石囲いの外
そと

に

は一本
いっぽん

も出
で

ないということです。 
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  ５．大銀杏
おおいちょう

のにな貝
がい

  

 

神社
じんじゃ

本
ほん

殿
でん

の南西側
なんせいがわ

裏
うら

に 1000 年近くも生きて

いる銀杏
いちょう

の大木
たいぼく

があります。むかし、この大銀杏
おおいちょう

の根元
ね も と

には、にな貝
がい

＊がすんでいました。この

にな貝を煮出
に だ

して飲
の

むとお母さんのおっぱいの

出
で

が良
よ

くなると言われていました。貝をとるた

めに多
おお

くの人が根元
ね も と

を掘
ほ

ったためでしょうか。

木の成 長
せいちょう

は止まってしまいました。 

 

＊にな貝の「にな」とは巻 貝
まきがい

のことを言います。大銀杏の木の根元にすんでいたのは木の幹
みき

や落
お

ち葉
ば

の下、岩 陰
いわかげ

など、

昼
ひる

でも薄 暗
うすぐら

い場所
ばしょ

で暮
く

らすキセルガイ（カタツムリの一種で陸
りく

にすむ貝）ではないかと思われます。 

 

 

 ６．境内
けいだい

に松
まつ

の木なし  

 

 むかし、大國
おおくに

魂
たま

の神様
かみさま

が八幡
はちまん

様
さま

といっしょに府中に 現
あらわ

れた時
とき

、泊
とま

るところを探
さが

しに行
い

っ

た八幡
はちまん

様
さま

は、気
き

に入
い

った場所
ば し ょ

を見
み

つけると、一人
ひ と り

で住
す

んでしまいました。今の八幡町です。

大國
おおくに

魂
たま

の神様は八幡
はちまん

様
さま

の帰
かえ

りをずっと待
ま

ち続
つづ

けることになってしまいました。大國
おおくに

魂
たま

の神

様は待ちくたびれて、 

「まつのはつらい。まつはきらいじゃ」 

とおっしゃって、その場所に住むことにしました。そこが現在
げんざい

の大國
おおくに

魂
たま

神社
じんじゃ

の場所です。 

 このことから大國
おおくに

魂
たま

の神様は「まつ」を嫌
きら

うようになったので、神社の境内
けいだい

には「松
まつ

」

の木は一本
いっぽん

もなく、植
う

えても枯
か

れてしまうということです。神社も松の木を使わずに建
た

て

られました。神社ではもちろんお正月の飾
かざ

りは竹
たけ

飾
かざ

りですし、府中では今でもお正月に竹 

飾りをして、松飾
まつかざ

りをしない家
いえ

があります。 
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 ７．樅
もみ

の 雫
しずく

  

 

 むかし、神社
じんじゃ

には大きな樅の木がありました。その樅の木は晴
は

れた日でも 雫
しずく

が降
ふ

ってく

ることがあったといいます。『大國
おおくに

魂
たま

神社
じんじゃ

略誌
りゃくし

』には春夏秋冬
はるなつあきふゆ

の一年
いちねん

を通
つう

じて雫が落
お

ちてき

ていたと書
か

かれています。この不思議
ふ し ぎ

な樅の木は今
いま

はなくなってしまいましたが、神社の

中にある別の樅の木は府中の名木
めいぼく

百 選
ひゃくせん

に選
えら

ばれています。 
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